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北部九州では、他の日本海沿岸地域とは異なり、地域内において玉製品を生産していたというイ

メージは非常に薄い。しかし、弥生時代の北部九州の玉製品を概観すると、玉製品を主体的に受容、

消費そして生産していたことがわかる。以下、北部九州の玉製品の受容、消費、生産の様相を提示す

る。 弥生時代の前段階となる縄文時代晩期には、北部九州では、九州南部で製作されたと考えられ

る濃緑色の変成岩（蛇紋岩）製のエンタシス状の管玉と「コ」の字状の勾玉がセットとなって流入す

る。しかし、これらの玉製品は、弥生時代の開始に相前後して急速に衰退していき、弥生時代の玉製

品へとつながることはなかった。
てん が せき

弥生時代に入ると、天河石（アマゾナイト）製勾玉、硬質緑色凝灰岩製管玉、翡翠製勾玉などが認

められるようになる。天河石製の勾玉は朝鮮半島製と考えられ、日本列島では北部九州にのみ分布し、

数例を数えるに過ぎない。また、硬質緑色凝灰岩製の管玉は、時期の早いものでは早期の佐賀県菜畑

遺跡出土品があげられ、弥生時代後期まで継続して確認できる。前期のものの多くは朝鮮半島製と想

定され、理化学的分析の結果では、北部九州から中国・四国地方にかけての地域に分布している。翡

翠製勾玉は、朝鮮半島製の玉類とは異なり、北陸地方（姫川・青海川流域）産であるが、北部九州に

よく認められる緒締形・丁字頭形・櫛形の勾玉は、その分布から、北部九州内で生産されたと考えら

れる。これらの他にも、朝鮮半島製のガラス製品も流入するようになり、玉製品に非常にバリエーショ

ンが出てくるのもこの時期からである。

弥生時代後期には、それ以前の玉製品に加え、春日市須玖遺跡群を中心とした福岡平野から佐賀平

野にかけての地域で、ガラス製の勾玉・丸玉が生産されるようになり、それとほぼ同じ地域で製品が

出土している。須玖五反田遺跡では、弥生時代後期後半のガラス工房跡が検出されており、ガラス滓
る つ ぼ

（鉛バリウムガラス）、土製鋳型（勾玉・丸玉）、坩堝片が出土している。

また、甘木市平塚川添遺跡や福岡市西新町遺跡などの数例の遺跡では、緑色凝灰岩製の原石や管玉

未製品などが出土してはいるが、単発で非常に小規模である。なお、西新町遺跡からは、古墳時代初

頭を前後する時期の蛇紋岩製勾玉未成品や小玉鋳型も出土しており、特に小玉の土製鋳型は、朝鮮半

島にしか出土例が見られない特徴をもつもので、朝鮮半島との交流を物語る資料だが、ガラス製勾玉

や丸玉とは異なり、同時期の小玉のほとんどが鋳造製品でなく、朝鮮半島で他の技法で製作されたも

のであることからも、ガラス小玉の鋳造は非常に小規模であったと考えられる。

そして、古墳時代初頭以降、北部九州を主体とした玉製品の生産及び流通は、衰退・消滅していき、

この時期に、玉製品の流通体系の変化を求めることができよう。

以上のように、北部九州の弥生時代には朝鮮半島からの一貫した玉製品の流入が認められ、北部九

州を基点とした列島内での玉製品の流通圏も、かなり広域にわたっていたと想定できる。また、翡翠

製・ガラス製勾玉に見るように、北部九州が独自に、かつ主体的に生産していた玉製品も少なくない。

しかし、それらの勾玉や朝鮮半島から少量しか流入しなかった天河石製勾玉などは、他地域に流通す

ることなく自己完結的な流通のあり方を示している。この点に北部九州の弥生時代社会の特色が表れ

ているといえよう。
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九州縄文時代晩期の玉製品
（松本直子１９９８「玉類の分析からみた縄文時代後晩期九州における文化動態の一側面」『人類史研究』１０）

天河石（アマゾナイト）製勾玉（夜須町教委１９９７『大木遺
跡』新宮町教委１９９５『夜臼・三代地区遺跡群』第５分冊）

翡翠製勾玉（Ｔ字頭形・櫛形）の分布（河村好光２０００「ヒスイ勾玉の誕生」『考古学研究』４７‐３）

弥生時代前期の緑色凝灰岩製管玉
（福岡市教委１９９６『吉武遺跡群』�）
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春日市須玖五反田遺跡（春日市教委１９９４・１９９５「須玖五反田遺跡」１・２）

西新町遺跡出土玉生産関連遺物（福岡県教委２０００『西新町遺跡』�）

京畿道�沙里遺跡出土ガラス玉鋳型
（�沙里先史遺蹟発掘調査団１９９４『�沙里』５）

西新町遺跡ガラス玉鋳型
（福岡県教委２０００『西新町遺跡』�）
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